
小牛田駅から約2kmのところにある山神社で、裸参
りも行われ近隣町村から大勢の参拝客が訪れるお祭り
です。 
～山神社～ 古来より縁結び､子授､安産並びに山仕事
に携わる人たちにご利益があり､明治30年頃に発売さ
れた｢子持ちまんじゅう（山の神まんじゅう）｣はご利益
と相まって参拝記念のお土産として喜ばれています。 
◆開催日／平成25年1月14日（月・祝）＜毎年同日＞
◆時　間／16：00～21：30 
◆場　所／山神社　美里町牛飼字斉の台37 
■関連URL／遠田商工会ホームページ

http://www.tooda.miyagi-fsci.or.jp/ 
■お問合せ：遠田商工会小牛田事業所

　0229-33-2309

こごたどんと祭
●年頭のご挨拶（宮城県商工会連合会長） （2）
　　　　　　　（宮城県知事） （2）
●第５２回商工会全国大会 （3）
●２０１２ニッポン全国物産展 （3）
●復興への道標（名取市） （4）
●商工会事業の紹介（加美） （4）
●経営革新計画承認事例（遠田） （5）
●商工会事業の紹介（栗駒鶯沢） （5）
●創業塾の開講のお知らせ （6）
●ある日の指導員日誌から （6）
●平成２４年度税制改正 （7）
●青年部コーナー （8）

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

天　　野　　　忠　　正
株式会社髙橋プリント
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

宮
城
県
内
に
未
曽
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
た
平
成
二
十
三
年
三
月

十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
一

年
九
か
月
余
り
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
て
、
全
国
の
皆
さ
ま

か
ら
の
御
支
援
と
御
協
力
の
下
、

県
民
一
丸
と
な
っ
て
最
大
限
の
力

を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

県
で
は
、
平
成
二
十
四
年
を

「
復
興
元
年
」
と
位
置
付
け
、「
宮

城
県
震
災
復
興
計
画
」（
平
成

二
十
三
年
十
月
策
定
）
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
、「
宮
城
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
・
震
災
復
興
実
施
計
画
」

を
三
月
に
策
定
し
、
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
取
組
を
本
格
化
さ
せ
た

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
十
月
に
は
震
災
後
初
の

全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台

２
０
１
２
」
を
開
催
し
、
全
国
か

ら
多
く
の
方
々
に
本
県
を
訪
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
「
宮
城
県
震
災
復
興
計

画
」
に
掲
げ
る
「
復
旧
期
」
の

最
終
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

「
再
生
期
（
平
成
二
十
六
年
度
〜

二
十
九
年
度
）」
を
視
野
に
入
れ
、

発
展
の
「
種
」
を
ま
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
復
興
に
向
け
た
取
組

を
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が

四
月
か
ら
六
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
Ｄ
Ｃ
は
、
仙
台
・
宮

城
の
観
光
に
「
元
気
」
と
「
輝
き
」

を
取
り
戻
す
た
め
、
観
光
復
興
の

姿
を
全
国
に
強
く
発
信
し
、
震
災

か
ら
の
復
興
は
も
と
よ
り
、
あ
ら

た
め
て
観
光
王
国
み
や
ぎ
の
実
現

を
目
指
し
て
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
震
災
で
お
世
話
に
な
っ
た
全

国
の
皆
様
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、

「
笑
顔
咲
く
た
び
伊
達
な
旅
」
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
も
と
、
最
高

の
お
も
て
な
し
を
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

復
旧
・
復
興
へ
の
道
の
り
は
長

く
険
し
い
も
の
で
す
が
、
十
年
を

か
け
て
、
震
災
前
の
状
態
に
戻
す

「
復
旧
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来

の
県
民
生
活
を
見
据
え
た
抜
本
的

な
再
構
築
に
よ
る
ふ
る
さ
と
宮
城

の
再
生
と
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指

し
て
、
積
極
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
ま
い
り
ま
す
。
明
る
い
未
来

を
目
指
し
な
が
ら
、
県
民
の
皆
さ

ん
と
手
を
携
え
一
緒
に
進
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
当
た
り
皆
様
方
の
御
健

康
と
御
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

会
長　

天　

野　

忠　

正

年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
経
済
は
、
世
界
景
気
の

減
速
・
円
高
や
デ
フ
レ
等
に
よ
り

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
早

一
年
九
か
月
が
過
ぎ
、
被
災
地
域

で
は
全
国
よ
り
多
大
な
る
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
仮

設
店
舗
や
仮
設
商
店
街
に
よ
る
営

業
の
再
開
、
グ
ル
ー
プ
施
設
等
整

備
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け
た
水

産
加
工
場
な
ど
が
本
格
稼
働
す
る

な
ど
、
着
実
に
少
し
づ
つ
歩
み
始

め
て
お
り
ま
す
が
、
震
災
に
よ
る

傷
痕
は
依
然
と
し
て
深
く
、
被
災

し
た
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経

営
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

更
に
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に

よ
る
風
評
被
害
等
で
観
光
等
の
み

な
ら
ず
、
県
内
の
中
小
・
小
規
模

事
業
者
を
は
じ
め
産
業
全
体
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
被
災
地
域
の
事
業
所
や
商
工

会
の
声
を
集
約
し
、
国
・
県
等
関

係
要
路
に
対
し
て
継
続
的
な
支
援

の
要
望
・
陳
情
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
参
り
ま
す
と
と
も
に
、
会

員
事
業
所
の
事
業
再
開
・
再
建
に

向
け
て
尚
一
層
の
支
援
を
強
化
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

他
方
、
こ
れ
ま
で
の
中
小
企
業

政
策
の
反
省
、
改
善
す
べ
き
点
と

今
後
の
中
小
・
小
規
模
企
業
政
策

の
あ
る
べ
き
方
向
性
を
整
理
し
た

〝
ち
い
さ
な
企
業
〟
未
来
会
議
の
取

り
ま
と
め
の
中
で
、
商
工
会
、
商

工
会
議
所
等
の
既
存
支
援
機
関
は
、

複
雑
化
・
高
度
化
し
て
い
る
相
談

に
十
分
に
対
応
で
き
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、

商
工
会
の
「
現
場
力
」、「
認
知
度
」

の
抜
本
的
な
向
上
と
併
せ
、
経
営

支
援
機
能
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
昨
年
八
月
に
施
行
さ

れ
た
中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援

法
に
基
づ
き
、
新
た
に
支
援
機
関

と
し
て
認
定
さ
れ
た
金
融
機
関
・

税
理
士
法
人
等
を
は
じ
め
各
関
係

機
関
等
と
の
連
携
を
更
に
強
化
し
、

専
門
性
の
高
い
支
援
を
行
い
、
小

規
模
事
業
者
の
経
営
力
の
強
化
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

加
え
て
、
全
国
統
一
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「
商
工
会
は
行
き
ま
す

聞
き
ま
す
提
案
し
ま
す
」
の
も
と
、

巡
回
訪
問
を
徹
底
・
強
化
す
る
と

と
も
に
、
提
案
型
の
巡
回
訪
問
に

注
力
し
、
小
規
模
事
業
者
が
潜
在

的
に
抱
え
る
経
営
課
題
の
解
決
に

向
け
た
支
援
を
強
力
に
推
進
い
た

し
ま
す
。

結
び
に
、
関
係
各
位
の
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
の
経
営
力
の
強
化
を

宮
城
県
知
事村　

井　

嘉　

浩

復
興
に
向
け
て

発
展
の
「
種
」
を
ま
く
年
に

第287号（2）発行　平成25年1月1日発行　平成25年1月1日



第
五
十
二
回
商
工
会
全
国
大
会

が
十
一
月
二
十
二
日
、
東
京
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
本
県
か

ら
商
工
会
長
及
び
副
会
長
等
七
十

名
を
含
む
、
全
国
各
地
よ
り
商
工

会
関
係
者
総
勢
約
三
千
名
が
参
加

し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

来
賓
に
、野
田
内
閣
総
理
大
臣
、

安
倍
自
由
民
主
党
総
裁
、
山
口
公

明
党
代
表
を
は
じ
め
多
数
の
国
会

議
員
を
迎
え
、
野
田
内
閣
総
理
大

臣
の
祝
辞
で
は
、
先
月
被
災
地
で

あ
る
岩
手
県
山
田
町
に
訪
れ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
「
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
商
工
会
に
敬
意
を
表
す
」
と

商
工
会
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
と
と

も
に
、「
行
政
と
会
員
事
業
所
の

間
に
立
っ
て
、
多
種
多
様
な
国
の

施
策
の
推
進
者
に
な
っ
て
欲
し

い
」
と
商
工
会
の
活
動
に
期
待
を

示
し
た
。

ま
た
、
大
会
副
会
長
で
あ
る
本

会
天
野
会
長
が
最
重
点
要
望
項
目

と
し
て
、「
中
小
・
小
規
模
企
業

対
策
の
強
化
」
と
「
東
日
本
大
震

災
被
災
地
へ
の
支
援
及
び
原
発
事

故
の
早
期
収
拾
」
そ
し
て
「
商
工

会
の
機
能
強
化
」
を
訴
え
、
満
場

一
致
で
大
会
決
議
と
し
て
決
定
さ

れ
た
。

【
大
会
決
議
】

一
、
大
型
の
景
気
対
策
の
実
行
、

中
小
・
小
規
模
企
業
対
策

の
強
化

一
、
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ

の
支
援
及
び
原
発
事
故
の

早
期
収
拾

一
、
中
小
・
小
規
模
企
業
の
た

め
の
金
融
・
税
制
・
労
働

対
策
等
の
実
施

一
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持

活
動
等
の
推
進・強
化
、「
ま

ち
づ
く
り
」
へ
の
支
援

一
、
巡
回
訪
問
の
一
層
の
推
進

を
通
じ
た
商
工
会
の
支
援

機
能
の
強
化

ま
た
大
会
の
前
日
、
天
野
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
本
会
三
役
が
、

衆
参
両
議
員
会
館
を
訪
問
し
、
本

県
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
て
、

中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
復

旧
・
整
備
支
援
補
助
金
の
拡
充
と

継
続
支
援
や
消
費
税
増
税
に
係
る

被
災
地
域
へ
の
配
慮
等
を
盛
り
込

ん
だ
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

挨拶する石澤全国連会長

熊谷大参議院議員に要望書を手渡す県連三役

意見表明をする天野会長

第
五
十
二
回
商
工
会
全
国
大
会

〜
天
野
会
長
が
力
強
く
意
見
表
明
〜

十
一
月
二
十
三
日
㈮
か
ら

二
十
五
日
㈰
の
三
日
間
、
東
京
・

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
お

い
て
「
地
域
力
宣
言
２
０
１
２

ニ
ッ
ポ
ン
全
国
物
産
展
」
が
開

催
さ
れ
、
全
国
三
百
六
十
一
の

事
業
所
が
出
展
、
期
間
中
約

十
四
万
五
千
人
の
来
場
者
で
賑

わ
っ
た
。

本
物
産
展
は
、
全
国
の
地
域
資

源
等
を
活
用
し
て
開
発
さ
れ
た
特

産
品
を
中
心
に
、
各
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
産
品
を
一
堂
に
集

め
、
そ
の
成
果
普
及
や
各
地
の
観

光
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
産
業
お
こ
し
に

よ
る
地
域
経
済
の
活
性
自
立
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
全
国
商

工
会
連
合
会
が
開
催
し
て
い
る
。

本
県
か
ら
は
、
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
や
商
工
会
む
ら
お

こ
し
事
業
等
に
て
開
発
さ
れ
た
商

品
を
中
心
に
十
事
業
所
が
出
展
、

漬
け
物
や
海
産
物
、
飲
料
・
菓
子

類
な
ど
が
販
売
さ
れ
る
と
と
も

に
、今
回
で
三
回
目
と
な
っ
た「
全

国
ご
当
地
お
や
つ
ラ
ン
キ
ン
グ
」

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
大
崎
商
工
会
の

ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牧
場
㈱
が
出
展
し
、「
ジ
ャ
ー

ジ
ー
ジ
ェ
ラ
ー
ト
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
」
が
、
多
く
の
来
場
者
か
ら
好

評
を
得
て
い
た
。

ま
た
、
む
ら
お
こ
し
特
産
品
コ

ン
テ
ス
ト
（
非
食
品
部
門
）
に
お

い
て
、
み
や
ぎ
仙
台
商
工
会
、
㈱

環
境
開
発
の
「
イ
デ
ア
ル
グ
リ
ー

ン
」
が
栄
え
あ
る
全
国
商
工
会
連

合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
。

会
場
は
バ
イ
ヤ
ー
の
方
々
も
多

数
ご
来
場
い
た
だ
き
、
各
所
で
名

刺
交
換
や
商
品
説
明
が
行
わ
れ
、

今
後
の
販
路
拡
大
に
繋
が
る
出
会

い
の
場
と
な
っ
た
。

多くの来場者で賑わう会場風景

地
域
の
魅
力
を
再
発
見
！

〜「
地
域
力
宣
言
２
０
１
２
ニ
ッ
ポ
ン

全
国
物
産
展
Ｉ
Ｎ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
」〜
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場
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
復
興
に
向

け
て
少
し
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
社
員
一

同
、
頑
張
って
い
き
ま
す
。

元
の
大
手
企
業
と
の
情
報
交
換
、

ま
た
、
会
員
同
士
の
事
業
内
容
の

公
開
の
場
、
更
に
県
外
か
ら
の
大

規
模
企
業
の
誘
致
へ
の
情
報
提

供
、
そ
し
て
会
員
加
入
推
進
等
の

問
題
も
、
全
て
同
時
進
行
で
き
る

の
が
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
だ
と
確
信

し
ま
し
た
。

現
在
全
国
に
は
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
が
三
十
ほ
ど
活
動
し
て
お
り
相

互
に
リ
ン
ク
を
張
り
巡
ら
し
て
営

業
活
動
の
一
助
と
し
て
活
用
し
て

い
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ト
が
年
に
一

度
サ
ミ
ッ
ト
と
い
う
現
実
の
世
界

で
の
交
流
会
を
持
ち
最
新
知
識
と

情
報
交
換
の
場
を
サ
ミ
ッ
ト
で
実

践
し
て
き
て
い
ま
す
。

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
後
の

情
報
発
信
の
機
会
を
「
宮
城
県
」

か
ら
の
配
慮
の
基
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
遠
く
は
京
都
市
、
岐

阜
市
等
全
国
か
ら
百
四
十
名
の
参

加
者
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

弊
社
は
名
取
市
閖
上
で
笹
か
ま

ぼ
こ
な
ど
の
製
造
、
販
売
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
震
災
に
よ
り
三

つ
の
工
場
が
流
失
・
全
壊
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
当
初
は
、
途
方

に
暮
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
お
客

様
の
励
ま
し
に
応
え
た
い
、
閖
上

の
文
化
ま
で
津
波
に
流
さ
れ
た
く

な
い
と
い
う
思
い
で
再
起
を
決
意
し

ま
し
た
。

再
開
を
決
め
て
か
ら
は
、
と
に

か
く
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
ま
し
た
。

震
災
後
、
物
資
が
少
な
い
県
内
に

少
し
で
も
早
く
供
給
で
き
る
よ
う

に
、
ま
た
、
長
く
休
む
こ
と
に
よ

る
客
離
れ
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

解
雇
し
た
社
員
を
十
数
人
再
雇

用
し
、
幸
運
に
も
残
っ
た
工
場
を

改
修
し
、
震
災
よ
り
約
一
か
月
半

後
の
四
月
二
十
日
に一ラ
イ
ン
だ
け
、

笹
か
ま
ぼ
こ
製
造
を
再
開
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

販
売
を
開
始
し
て
早
々
に
「
待
っ

て
い
た
よ
」
と
お
っ
し
ゃっ
て
い
た
だ

け
る
お
客
様
が
多
く
、
改
め
て
再

開
の
喜
び
と
お
客
様
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
で
いっ
ぱ
い
だ
っ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

私
達
は
、
お
客
様
の
応
援
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
への
感
謝
の

気
持
ち
を
表
し
た
い
、
さ
ら
に
被
災

地
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
全
国
の

皆
様
に
感
謝
を
伝
え
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
商
品
の
前
面
に
大
き
く
「
感

謝
の
笹
か
ま
」
と
書
い
た
商
品
を

作
り
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

初
め
は
少
し
で
も
震
災
復
興
に

協
力
出
来
れ
ば
と
の
思
い
で
し
た

が
、
支
援
頂
い
た
お
返
し
を
考
え

る
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
大
変

好
評
で
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
仮
設
な
が
ら
も
新
工

感謝の笹かま

震災で被災した工場（上）と新工場（下）

〜
感
謝
の
笹
か
ま
で
再
生
〜

㈱
佐
々
直

復
興
へ
の
道
標
⑲

【企業概要】
企業名：㈱佐々直
業　種：水産食品製造・販売
代表者：

代表取締役社長  佐々木  直哉
所在地：宮城県仙台市太白区中
　　　　田町字清水 15-1
ＴＥＬ：022-241-2324 ㈹

去
る
十
月
十
九
日
・
二
十
日
と

大
崎
市
「
芙
蓉
閣
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
事
業
の
経
緯
に
つ

い
て
報
告
致
し
ま
す
。

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
の
出
会
い

は
、
平
成
十
八
年
度
の
事
業
団
研

修
専
門
コ
ー
ス
（
東
京
校
）
受
講

ま
で
遡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
電

子
商
取
引
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
」
の

講
師
と
し
て
中
小
企
業
診
断
士
加

藤
忠
宏
先
生
と
「
風
林
火
山
ビ
ジ

ネ
ス
ネ
ッ
ト
」
上
野
政
巳
委
員
長

と
の
運
命
的
な
出
会
い
で
あ
り
ま

し
た
。

当
時
か
ら
Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
は
西

加藤先生による電子商取引支援の説明

熱心に受講する参加者達

「
二
〇
一
二

全
国
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
サ
ミ
ッ
ト
in
宮
城
」

加
美
商
工
会

商工会事業の
紹介

高
東
低
の
状
況
に
あ
り
、
カ
ル

チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
宮
城
県

で
も
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
と
の

思
い
が
芽
生
え
た
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
多
く
の
講
習
会
、
補

助
事
業
を
行
い
各
金
融
機
関
、
商

工
会
、
会
議
所
、
会
員
事
業
所

の
支
援
・
協
力
に
よ
り
、
平
成

二
十
一
年
十
二
月
に
東
北
で
初
め

て
の
本
格
的
Ｂ
to
Ｂ
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た
の
で
し

た
。一

般
に
商
工
会
は
商
業
に
関
し

て
の
支
援
や
補
助
金
に
関
す
る
多

く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
蓄
積
で
き
て
い

ま
し
た
が
、
工
業
、
特
に
製
造
業

等
に
つ
い
て
は
中
々
踏
み
込
ん
だ

支
援
や
訪
問
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

昨
今
、
巡
回
訪
問
が
重
視
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
誘
致
企
業
や
地

名取市商工会

第287号（4）発行　平成25年1月1日発行　平成25年1月1日



一
昨
年
度
開
催
し
た
「
地
域
問

題
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
栗
駒
・

鶯
沢
に
は
豊
富
な
食
材
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
と
い
っ
た

名
物
料
理
が
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
度
よ
り
地
場
産

品
の
食
材
を
活
用
し
た
新
た
な
名

物
料
理
を
開
発
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
新
た
な
顧
客
を
開
拓

し
、
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
け
る

べ
く
、「
地
域
名
物
料
理
開
発
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

委
員
会
に
お
い
て
、
再
度
、
地

場
産
品
の
掘
り
起
し
を
行
っ
た
結

果
、「
栗
駒
高
原
だ
い
こ
ん
」
を

活
用
し
た
料
理
を
開
発
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
大

根
料
理
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

各
委
員
よ
り
多
く
の
大
根
料
理

の
提
案
を
い
た
だ
き
、
そ
の
中
で
昔

か
ら
の
食
材
で
も
あ
る「
へ
そ
大
根
」

を
メ
イ
ン
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
、

ど
ん
ぶ
り
の
中
心
に
へ
そ
大
根
を
盛

付
、
豚
肉
、
玉
ね
ぎ
、
人
参
等
を
煮

詰
め
味
付
け
し
た
ど
ん
ぶ
り
料
理
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
そ
の
ど
ん
ぶ
り

を
「
栗
駒
へ
そ
丼
」
と
名
付
け
、

今
後
、
栗
駒
・
鶯
沢
地
区
の
名
物

料
理
と
し
て
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
、
販

売
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。今

後
は
、
栗
駒
・
鶯
沢
地
区
の

各
飲
食
店
が
「
へ
そ
大
根
」
を
利

用
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
を
「
栗
駒
へ
そ
丼
」
と
し
て

お
客
様
に
提
供
で
き
る
よ
う
努
め

て
参
り
ま
す
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の

豊
富
な
食
材
に
端
を
発
し
、
地
域

活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。

理
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
出
来
た
て

感
を
大
切
に
し
た
味
」、「
食
材
本

来
の
美
味
し
さ
」
を
再
現
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
商
品
開
発
を
通
し

て
、「
納
得
か
ら
満
足
へ
、
そ
し
て

感
動
へ
」
の
価
値
創
造
に
さ
ら
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
と
も
に
、
お

得
意
先
へ
の
企
画
提
案
・
商
品
サ

ン
プ
ル
化
、
そ
し
て
、
お
客
様
と

繋
が
る
捨
て
ら
れ
な
い
販
促
印
刷

物
ま
で
、
お
役
立
ち
の
事
業
の
活

動
行
動
が
既
存
事
業
の
売
上
と
利

益
に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
当
社
の

経
営
革
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

栗駒へそ丼

弊
社
は
、
食
品
加
工
業
等
に
対

す
る
包
装
材
料
提
供
、
包
装
材
料

の
製
造
・
販
売
を
行
う
会
社
と
し

て
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
市
場
動
向
を

分
析
し
た
効
果
的
な
デ
ザ
イ
ン
を

企
画
・
開
発
す
る
こ
と
を
強
み
と

す
る
会
社
で
す
。
今
か
ら
十
五
年

ほ
ど
前
に
、
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
を

「
感
動
表
現
提
供
業
」
と
設
定
し
、

食
品
包
装
資
材
の
販
売
、パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
、
通
信
販
売
を
手
掛

け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
弊
社
が
こ
れ
ま
で

に
培
っ
て
き
た
、
高
い
付
加
価
値

を
も
っ
た
商
品
を
消
費
者
へ
届
け

る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
と
と
も

に
、「
価
格
競
争
か
ら
価
値
競
争
」

へ
の
商
品
作
り
と
、
仕
掛
け
と
仕

組
み
作
り
に
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
、
安
心
で
簡
易
、
長
期
保
存
可

能
で
栄
養
価
が
高
く
、
胃
袋
の
満

足
感
だ
け
で
な
く
、「
心
身
と
も

に
元
気
に
な
る
、
ほ
っ
と
す
る
郷

土
の
味
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
北
六

県
の
名
物
伝
統
鍋
汁
を
カ
ッ
プ
イ

ン
し
た
、
レ
ト
ル
ト
製
法
の
新
商

品
「
東
北
六
県
汁
」
の
開
発
を
行

い
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
国
家
最
優
秀
職
人

賞
「
Ｍ
．
Ｏ
．
Ｆ
」
の
称
号
を
与

え
ら
れ
た
シ
ェ
フ
の
指
導
の
も
と
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が

食
べ
ら
れ
る
よ
う
、
安
全
な
自
然

調
理
法
と
安
心
な
素
材
で
調
理

し
、
化
学
調
味
料
・
保
存
料
に
依

存
せ
ず
（
無
添
加
の
実
現
）、
と
こ

と
ん
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
加
熱
調

【企業概要】
事業所名：東興包装材料株式会社

所 在 地：遠田郡涌谷町字田町裏

139-2

連 絡 先：0229-43-4113

代 表 者：代表取締役　後藤　啓治

Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.umaoku.com/

経
営
革
新
計
画
承
認
企
業
の
紹
介
⑲

包
装
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
新
商
品
開
発

〜「
東
北
六
県
汁
」の
開
発
に
よ
る
経
営
革
新
〜

東
興
包
装
材
料
㈱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役 

後
藤
　
啓
治
　
氏

名
物
料
理
開
発
事
業
に
つ
い
て

地
域
名
物
料
理
「
栗
駒
へ
そ
丼
」

栗
駒
鶯
沢
商
工
会

商工会事業の
紹介

遠 田 商 工 会

（遠田商工会）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
県
内
各
地
に
大

き
く
悲
惨
な
爪
痕
を
残
し
た
「
東

日
本
大
震
災
」
か
ら
も
う
二
年
の

月
日
が
経
と
う
と
し
て
お
り
ま

す
。本

会
で
は
こ
の
二
年
余
の
間
、

我
々
商
工
会
を
は
じ
め
各
機
関

が
、
様
々
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を

も
っ
て
、
会
員
事
業
所
、
地
元
住

民
の
皆
さ
ん
の
復
旧
・
復
興
に
向

け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
、
サ

ポ
ー
ト
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

関
わ
っ
た
全
て
の
方
々
の
弛
ま

ぬ
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
、
イ
ン
フ

ラ
等
の
基
盤
整
備
も
進
み
、
中
心

部
で
は
、
往
時
の
街
の
佇
ま
い
を

取
り
戻
し
、
今
日
で
は
復
旧
が
済

ん
だ
か
に
見
え
る
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
津
波
の
直
撃

を
受
け
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
と
な
っ
て

い
る
沿
岸
部
等
の
復
旧
は
ま
だ
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
、
雇
用
の
悪

化
や
人
口
減
少
等
の
多
く
の
問
題

が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
本
会

で
は
本
年
度
、
六
次
産
業
化
に

よ
り
民
間
経
営
資
源
を
集
約
す

る
「
七
ヶ
浜
ハ
ー
バ
ー
ス
ク
ウ
ェ

ア
事
業
」
の
平
成
二
十
六
年
度
実

現
化
に
向
け
て
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
地
域
雇
用
の
確
保
と
会
員
事

業
所
の
事
業
機
会
の
創
出
を
目
指

し
て
日
々
検
討
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
方
の
七
ヶ
浜
へ
の
想
い

を
集
約
す
る
の
は
難
し
い
調
整
と

な
り
ま
す
が
、
地
域
を
知
り
、
指

導
員
と
し
て
の
資
質
を
磨
い
て
く

れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
用
地
と
売
り
物
で
あ
っ

た
魚
介
類
の
確
保
が
厳
し
い
状
況

の
中
、
震
災
以
来
開
催
で
き
ず
に

い
た
地
域
イ
ベ
ン
ト
「
七
の
市
」

も
、
役
場
・
農
協
・
漁
協
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
協
力
を
得

て
、
本
年
度
か
ら
商
工
会
が
中
心

と
な
っ
て
、
毎
月
趣
向
を
凝
ら
し

て
再
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、
会

員
事
業
所
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

を
少
し
で
も
改
善
さ
せ
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は

七
ヶ
浜
の
復
興
に
繋
が
っ
て
い
く

も
の
と
信
じ
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
益
々
会
員
さ
ん
と
の

よ
り
強
固
な
信
頼
関
係
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
お

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
巡
回

訪
問
の
徹
底
と
相
談
し
や
す
い
雰

囲
気
づ
く
り
に
努
め
、
日
々
自
己

研
鑽
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

「震災からの
復興を目指して」

多賀城・七ヶ浜商工会
主任主査
　児　玉　　　徹

あなたの夢を実現しませんか　創業塾　開講のお知らせ
☆創業を目指しているが、あれこれ不安があるあなたへ創業塾のご案内

商
工
会
連
合
会
創
業
塾
の
特
色

☆
創
業
の
夢
が
具
体
的
に
進
み
ま
す
。

☆
同
じ
志
を
持
っ
た
仲
間
と
の
交
流
が
出
来
ま
す
。

☆
創
業
支
援
経
験
の
豊
か
な
講
師
陣
が
多
数
支
援
い
た

し
ま
す
。

☆
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

講　

師
◎
㈲
ま
る
進　

代
表
取
締
役　
　

渡
辺　

進
也　

先
生

◎
た
す
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス

代
表　

鈴
木
た
す
く　

先
生

内容
日時 カリキュラム等
1月12日（土） オリエンテーション、自己紹介

創業の心構え（経営者視点、成功する創業）
棚卸SWOT（これまでの振り返り）
理想像の明確化【事例】えっぐおっさん、佐々様、中川様、小林様

1月19日（土） マーケティング戦略	
マーケティングとは？売れる商品、効果的な広告手法、販売計画書の作成
企画提案書（プレゼンシート）の作り方

1月26日（土） お金　数値化	
資金計画、損益分岐点
自分の給料を確保するにはいくら売上げればいい？
資金調達（計画書、いくらまで借入ができる）
創業にかかる手続き（許認可、税務、社会保険）

2月2日（土） 事業計画書の必要性（約1時間ほど）	
プレゼン（全員）、講師コメント
講師講評

　◆会　場：TKP仙台西口ビジネスセンター	
　　仙台市青葉区本町１丁目5-31　シエロ仙台ビル2階
　◆定　員：30名（定員になり次第締め切ります）◆受講料無料
　
　　☆参加申込先：宮城県商工会連合会	　仙台市青葉区上杉1丁目14-2
　　　　	電話022-225-8751　FAX022-265-8009　Email：kouikishien@office.miyagi-fsci.or.jp
	　　　　担当係：広域支援室　広域支援班

第287号（6）発行　平成25年1月1日発行　平成25年1月1日



税のひとくち知識

平成24年分所得税に適用される税制改正の主要事項（国税分）
平成22年度、平成23年度、平成23年12月、及び平成24年度税制改正のうち、平成24年分の所得税に適用さ
れる主要事項について記載しましたので申告等の参考にして下さい。
1 ．平成22年度改正のうち、平成24年度分から適用されるもの
「介護医療保険料控除」が創設され次のように改組された。
一般生命保険料控除・所得控除限度額 4万円（改正前 5万円）
介護医療保険料控除・所得控除限度額 4万円（創設）
個人年金保険料控除・所得控除限度額 4万円（改正前 5万円）

2 ．平成23年度及び平成23年12月の所得税の主な改正事項
⑴　更正の請求範囲の拡大（法定申告期限23年12月 2 日以降について適用）
　国税側　　申告あり　　更正　　　　原則 5年（改正前原則 3年）
　　　　　　申告なし　　決定　　　　原則 5年（改正前原則 5年）
　　　　　　不正があった場合の更正、決定 7年（改正前同じ）
　納税者側　税金の増額　修正申告　　期限なし（実質的に増額更正と同じ期間）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（改正前同じ）
　　　　　　税金の減額　更正の請求　原則 5年（改正前 1年）
⑵　災害関連支出等の改正（23年 1 月 1 日以後に支出した災害関連支出等について適用）
①被災事業用資産の損失に含まれるその災害に関連するやむを得ない支出について、大規模な災害の場
合その他やむを得ない事情がある場合には、災害のやんだ日から 1年超 3年以内に支出する費用を追
加することとされた。（改正前 1年以内）
②雑損控除の損失の金額に含まれる災害関連支出についても①と同様。（改正前 1年以内）
⑶　減価償却資産の定率法の改正（平成24年 4 月 1 日以後に取得する償却資産について
　適用
減価償却制度について、平成24年 4 月 1 日以後に取得する減価償却資産の定率法の償却率は、定額法
の償却率を2.0倍した割合（改正前2.5倍した割合）とされた。
（注 1）定率法を採用している者が、平成24年 4 月 1 日から同年12月31日までの間に減価償却資産の取
得をした場合には、改正前の償却率による定率法により償却することができる。
（注 2）平成24年 4 月 1 日前に取得をした定率法を採用している減価償却資産について、平成24年分の
確定申告期限までに届出をすることにより、その償却率を改正後の償却率により償却費の計算等を行う
ことができる。

3 ．平成24年分の所得税の主な改正事項
⑴　住宅借入金等特別控除の改正
認定低炭素住宅の取得をして、平成24年又は平成25年に居住の用に供した場合における住宅借入金等
の年末残高の限度額及び控除率が、次のとおりとされた
居住年　　　控除期間　　年末残高の限度額　　控除率
平成24年　　10年　　　　4,000万円　　　　　　1.0％
平成25年　　10年　　　　3,000万円　　　　　　1.0％

⑵　医療費控除（平成24年 4 月 1 日以後に支払う医療費について適用）
医療費控除の対象範囲に介護福祉士による喀痰（かくたん）吸引等及び認定特定行為業務従事者によ
る特定行為に係る費用の自己負担分が加えられた。（平成24年 4 月 1 日以後に支払う医療費について適
用される）

宮城県商工会連合会　嘱託専門指導員　菅野正弘

お　詫　び
商工連会報286号（1）に掲載しました第27回大崎バルーンフェスティバルの記事の中で「大崎商工会青年部」と記載しましたが、

正しくは「玉造商工会青年部」です。
訂正しお詫び申し上げます

発行　平成25年1月1日（7）第287号 発行　平成25年1月1日



去
る
十
一月
十
日
、十
一日
の
両
日
、

「
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
復
興
祭

２
０
１
２
〜
未
来
へ
向
か
っ
て
〜
」が

仙
台
市
西
公
園
に
て
開
催
さ
れ
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、東
日
本
大
震
災
に

よ
り
厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て

い
る
本
県
商
工
業
者
の
復
興
の
た
め
、

地
場
産
品
や
地
域
産
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行

う
と
と
も
に
、新
た
な
販
路
開
拓
の

場
と
し
て
活
用
し
、地
域
経
済
の
早

期
復
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、二
日
間
に
亘
り
、被
災
事
業

所・商
工
会
青
年
部
あ
わ
せ
て
三
十
一

店
が
出
展
し
、地
元
の
特
産
品
や
青

年
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
復
興
グ
ッ
ズ
等

を
販
売
し
、一
万
千
人
の
来
場
者
が

あ
っ
た
。

み
や
ぎ
ま
る
ご
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
鍋
合
戦

栗
原
・
登
米
ブ
ロ
ッ
ク「
ナ
ヌ
こ
の
鍋
」最
優
秀
賞

初
日
に
行
わ
れ
た
県
内
五
ブ
ロ
ッ

ク
対
抗
の「
み
や
ぎ
ま
る
ご
と
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
鍋
合
戦
」で
は
、各
地
域
の
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
自
慢
の
鍋
の
味

を
競
い
、来
場
者
か
ら
の
投
票
の
結

果
、栗
原・登
米
ブ
ロ
ッ
ク
の「
ナ
ヌ
こ

の
鍋
」が
最
優
秀
鍋
賞
に
輝
い
た
。

こ
の
鍋
は
、漢
方
牛・自
然
薯・山
菜

（
栗
原
）、油
麩・に
ら・は
っ
と（
登
米
）、

れ
ん
こ
ん（
両
地
域
）等
の
栗
原・登
米

両
地
域
の
ご
当
地
食
材
を
使
用
し
、

両
地
域
の
良
い
部
分
を
掛
け
合
わ
せ

て
作
っ
た
も
の
で
、あ
ま
り
の
美
味
し

さ
に「
何（
ナ
ヌ
）、こ
の
鍋
!?
」と
感
嘆

の
声
が
聞
か
れ
た
。

ま
た
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
鍋
合
戦
の
売

上
げ
と
会
場
で
頂
戴
し
た
募
金
と
を

合
わ
せ
た
、二
十
二
万
七
百
六
十
九
円

を
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄

付
し
た
。

宮
城
の「
復
興
力
」「
発
展
力
」

地
域
を
超
え
た
団
結
力

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、青
年
部

応
援
ソ
ン
グ
を
作
詞
作
曲
し
た
小
椋

誠
也
ラ
イ
ブ
を
は
じ
め
、県
内
各
地

域
の
伝
統
芸
能
や
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
等
を
催
し
、会
場
を
盛
り
上
げ

た
。加

え
て
、会
場
に
は
県
外
か
ら
多

く
の
青
年
部
員
の
視
察
が
あ
り
、部

員
間
の
交
流
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、部
員
同
士
の
絆
が
深
ま
り
本
県

青
年
部
の「
復
興
力
」「
発
展
力
」を
県

外
へ
発
信
し
、併
せ
て
全
国
各
地
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
支
援
に
対
し
て
の
感
謝

の
意
を
表
わ
す
こ
と
が
出
来
た
。

更
に
、県
内
青
年
部
員
が
一
丸
と

な
り
、本
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
こ
と

で
、地
域
を
超
え
た
繋
が
り
と
、団
結

力
が
生
ま
れ
、今
後
の
青
年
部
活
動

が
益
々
活
発
化
す
る
事
と
な
っ
た
。

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
お
り
ま
す

県
下
商
工
会
青
年
部
が
行
う
イ
ベ

ン
ト
等
の
予
告
及
び
現
在
の
活
動
状

況
、本
会
が
推
奨
す
る
特
産
品
販
売

店・宿
泊
施
設
等
青
年
部
員
事
業
所

の
情
報
を
全
国
に
発
信
す
る
ツ
ー
ル

と
し
て
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
日

に
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

青
年
部
復
興
祭
の
詳
細
に
つ
い
て

も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ア

ク
セ
ス
し
て
下
さ
い
！

宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://im
pulse-m

iyagi.com
/

〝
絆
〟宮
城
に
元
気
を
！　

震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

商
工
会
青
年
部
復
興
祭
二
〇
一
二
〜
未
来
へ
向
か
っ
て
〜

︱
宮
城
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
︱

絆
手をとりあって

小椋誠也氏のライブ中、部員がステージに上がり一緒に歌う

開会宣言をする菅原実行委員長

多くの来場者でにぎわう場内

来賓と実行委員役員によるテープカット

みやぎまるごとチャリティー鍋合戦で最優秀鍋賞に輝いた
栗原・登米ブロックの皆さん
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